



















に点数を算出し評価した．術後鎮痛薬内服期間（analgesic period: AP）を記録した．AP と CPM，PCS
との相関を Pearson係数をもちいて検討した．さらに APを目的変数，CPM 効果，PCS-合計，PCS-下位
項目を説明変数とした重回帰分析を行った． 
対象患者 43名の CPM効果は 13.1%であった．APと CPM 効果，AP と PCS-拡大視に負の相関を認めた．重
回帰分析の結果以下の式が求められた．AP = (-0.04×CPM 効果) + (0.31×PCS-拡大視) + 6.89 （R2 = 
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